
南アフリカ共和国で科学の楽しさを広める

文化の違いを体験

青年海外協力隊・石田雄起さん

ミシガン州姉妹都市３市中学生交流派遣事業

　
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

に
参
加
す
る
信
楽
町
の
石い

し

田だ

雄ゆ
う

起き

さ
ん
が

１
月
14
日
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。

　
石
田
さ
ん
は
、
大
学
、
大
学
院
で
機
械

工
学
と
物
理
学
を
学
び
、
産
業
機
械
メ
ー

カ
ー
で
半
導
体
の
基
礎
研
究
に
携
わ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
同

国
で
は
、
平
成
28
年
１
月
ま
で
の
２
年

間
、
国
立
リ
ン
ポ
ポ
大
学
科
学
館
に
配
属

さ
れ
、
展
示
品
の
提
案
や
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
を
担
当
さ
れ
ま
す
。

　
出
発
前
の
昨
年
12
月
24
日
、
市
役
所
を

表
敬
訪
問
し
た
石
田
さ
ん
は
、「
同
じ
国

に
住
む
人
が
手
を
取
り
合
う
社
会
づ
く
り

に
教
育
を
通
し
て
貢
献
し
た
い
」と
抱
負

を
述
べ
、
正
木
副
市
長
は
、「
日
本
と
南

ア
フ
リ
カ
の
か
け
は
し
と
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る

外
国
の
各
都
市
と
の
中
学
生
交
流
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
中
学
生
が
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
の
６
中
学
校
か
ら
20
名
が
、

ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ウ
ィ
ッ
ト
市
、
マ
ー
シ
ャ
ル

市
、
ト
ラ
バ
ー
ス
シ
テ
ィ
ー
市
を
３
班
に
分

か
れ
て
訪
問
し
、
１
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
中
学
校
で
授
業
を
受
け
た
り
、

警
察
や
消
防
署
な
ど
を
見
学
し
た
ほ
か
、
小

学
校
で
折
鶴

を
教
え
る
な

ど
日
本
文
化

を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
文
化
の
違

い
を
自
分
の

目
で
見
て
学

ぶ
と
と
も
に

ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
交

流
を
深
め
、

生
徒
た
ち
に

と
っ
て
貴
重

な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

楽しく体を動かし運動の習慣づくりを 親子ふれあい運動広場
　

親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
広
場
が
１
月
８

日
、
か
え
で
会
館
で
開
か
れ
、
親
子
17
組

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
親
子
が
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
で
幼
児
期
に

運
動
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
こ
ど

も
未
来
課
が
毎
月
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　
音
楽
に
合
わ
せ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や

全
身
を
使
う
ス
ト
レ
ッ
チ
あ
そ
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
、ル
ー
ル
を
守
っ
て
走
っ

た
り
、
探
し
た
り
す
る
大
型
カ
ル
タ
と
り

も
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
こ
れ
か
ら
家
で
も
取
り

組
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」「
体
力
づ
く

り
に
役
立
ち
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

※�「
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
広
場
」は
広
報
紙
15
日

号
掲
載
の「
子
育
て
情
報
」で
案
内
し
て
い
ま

す
。

二胡の音色が
紡ぐ地域のおはなし
大
お さ

佛
ら ぎ

 忠
た だ

子
こ

さん

甲南町在住の大
佛さんは、中国での伝
統楽器「二胡」の奏者で、
この楽器を広めようと市
内で演奏教室を主宰した
り、公演活動を展開し
ておられます。

気軽にまちのお話を
滋賀県立大生からのフィールドワーク結果報告

　
綾
野
自
治
振
興
会
と
滋
賀
県
立
大
学
協
働
の

地
域
調
査
の
結
果
報
告
会
が
１
月
18
日
、
水
口

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
学
区
内
外
か
ら
約
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
調
査
と
は
、
昨
年
９
月
に
行
わ
れ

た
同
大
学
が
綾
野
学
区
で
行
っ
た
ま
ち
の
魅
力

探
し
の
こ
と
で
す
。

　
学
生
か
ら
は
、
同
学
区
の「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」を

作
り
、
そ
の
過
程
で
小
・
中
学
校
や
保
護
者
た

ち
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
す
場
を
作
っ
て

は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
こ
の
提
案
を
受
け
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見
を
交
換

し「
肩
肘
張
ら
ず
に
ま
ち
の
こ
と
を
話
せ
る
こ
う
い
う
機
会
が
必
要
な
ん
だ
と
思

う
。
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
」と
、
こ
の
日
の
取
組
に
満
足
そ
う
に
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

大人として今まで以上の責任感を
平成26年甲賀市成人式

　
平
成
26
年
甲
賀
市
成
人
式
が
１
月
12
日
、
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

７
３
７
人
の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
は
、
新
成
人
24
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
成
人
式
実
行
委
員
会
が
毎
週
の
よ

う
に
会
議
を
重
ね
て
企
画
し
、
ま
た
多
く
の
新
成
人
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
テ

レ
ビ
出
演
や
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
す
る
な
ど
し
て
積
極
的
に
P
R
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
式
典
後
に
行
わ
れ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
内
出
身
で
新
成
人
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
や
、
プ
ロ
の
和
太
鼓
奏
者
な
ど
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
そ

の
華
々
し
い
姿
に
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
に
中
心
と
な
っ
て
取
り
組

ん
だ
小こ

西に
し

自じ

然ね
ん

実
行
委
員
長
は「
み
ん

な
の
協
力
で
良
い
式
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
今
ま
で
以
上

に
責
任
を
持
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲この日だけの特別チーム
　『響～HIBIKI ～』の演奏

▶
カ
ル
タ
を
取
り
に
走
る
子
ど
も
た
ち

▲壮行会に参加した20名の生徒

　地域に伝わる貴重な話をWatoneの活動で
広め、残していきたい方、他地域に残る民話を
聴いてみたい方などなど、ぜひ一度ご相談くだ
さい。
問い合わせ　W

わ と ね

atone　☎090 7887 4313

「Watone」の活動をあなたの地域でも

◆二胡は誰から学ばれたのですか？
　�　中国の北京にある大学に留学した時、課外活動

として二胡サークルのようなものに入部し、メン
バーでお金を出し合って講師を招くなどして、学
びました。約半年の間でしたが、簡単な曲は大体
奏でられるようになりましたよ。
◆日本に戻ってからも続けられたのですか？
　�　いえ。帰国してからはやめていましたが、大阪

から滋賀に越してきて、環境の変化や子育てで少
し心が疲れてしまった時期があるんです。その時、
ちょっと気分を変えようと、楽団に入団して再開
しました。
◆それからずっと続けられていたのですか？
　�　そうですね。その楽団で６年ほど活動した後、

自分たちで新たな楽団を起ち上げ、10週年を迎え
るまで在籍しました。今は、二胡の教室を営む一
方で『W

わ と ね

atone』（話と音）という活動をしています。
　�　この活動は、滋賀各地に伝わる民話を、二胡の

演奏をBGMとして聴いていただくもので、私と
もう一人の語り部とで活動しています。
◆なぜ民話を？
　�　滋賀生まれではない私にとって、こちらに残る

民話は、地域の謂
い わ

れを伝えるとても貴重なものだ
と思うのです。実際、民話を聞いた後には、それ
までなんともなかった地域の風景が一変します。

　�　各字には必ずと言ってよいほど民話が伝承され
てきましたが、最近は段々失われてきているよう
で、すごく残念です。

　�　私たちの活動で、特に子どもや若い世代の方々
に、地域で代々受け継がれてきた知恵が詰まった
民話を聴いていただければと思っています。

▲抱負を述べる石田さん

▲多くの人がまちづくりに参加できる仕組みを提案
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